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クラス集団

〇障害のない子ども
障害のある子ども

クラス集団

子どもの育ちが多様であることが前提であるので、
個に応じた学習が必要（個別最適な学び）



■従来の支援

 「障害」の診断があれば
「支援が必要な子」

 「障害特性」に応じた
「配慮」の提供

 手厚い支援を受けたい場
合には療育の利用を

 グレーな子への対応は？

1. 「障害があるから支援」ではない
2. 通常学級の教員（保育教諭）が子どものつまづきを評価し、
支援できる体制整備が急務









□これからの支援



 小中学校全体では 8.8% が要支援
 小学校全体では 10.4%が要支援
 小学１年生だけを見ると・・・

→ 学習面で要支援 9.1%
→ 行動面で要支援 5.6%

→ 学習面と行動面で要支援 2.0%

学習面での困難が１年生で最多である
にも関わらず・・・




小学校入学初期から「努力が成果に結びつかない学習」の
経験を積み重ねることで、無力感の学習につながる



教科学習中心の教育生活・遊び中心の教育

幼 児 教 育 か ら 小 学 校 教 育 へ

従来からの最大の課題

•教育方法の違いと「つまづき」の焦点の違い

幼児教育から小学校教育に向けて「１０の姿」などが示されているものの・・・



 これを整理できれば、小学校入学初期から
生じる学習のつまづきを軽減できる

＜つまづきの焦点＞
 学習困難
 学習準備行動の困難

＜つまづきの焦点＞
 人間関係の形成
 情緒や行動の統制



従来の研究の中で、これらの力が読み書き学習の基盤であることが分かっている

 保育活動の中で従来取り組まれてきた「手遊び」や「言葉遊び」を再構成して提供
 小学校の教材・教授方法の前倒しではなく、遊びを通じた学びの実践
 教育活動としての働きかけであるため【保育者－子ども】の相互の関わりの中で評
価し、実施できることが重要



ひらがな習得に向かう力

単語を聞いて、いくつの音から構成
されているかを問う課題

ひらがなの文字－音の対応学習の基
礎スキル

絵本や日常生活において高頻度で
使用される単語の意味を問う課題






簡単だったよ！
がんばって！

難しかったけど、
またやりたい！

もう終わったの？
早いね！

今から
行ってくるよ！

 緊張の強い子もいたが、個別実施のため子どもの様子を見ながら実施を調整でき、
どの子どもも大きな問題なく実施できた

 多文化の子どもでは、教示の理解が難しく一部の課題で実施が難しかったが、
実施できる課題も複数あり、一定の評価ができた。











•どんな場面で、どのように取り組むの？
•

•



それ、もうわかる！
（自立心・自己への期待）

もっと難しい問題を
やりたい！（意欲）次は5文字の言葉で！

（文字への感覚・自己目標の設定）

今考えてるから、
待ってて！

（思考・言葉による伝え合い）

〇〇ちゃん、
一緒に考えよう！
（思考・協同・人との関わり）

僕が問題を
出したい！
（表現・自立心）

幼稚園教育要領に基づく学びを確認できた



１．繰り返し遊ぶ中で、子どもの単語のバリエーションが増えていく様子が見られた。

２．なじみのある遊びの中で展開するので、楽しい雰囲気の中で進めることができた。

３．周りの雰囲気に合わせているだけで、理解して活動できていない子どもが掴めた。

４．日常の中で、「“とけい”は３文字だね」と話している姿が見られた。

５．一斉活動以外の場面でも、自発的に遊んでいる様子が見られた。

６．できなくても、「もっと難しいのもやりたい」と取り組みへの意欲が感じられた。

７．今まで取り組んできた遊びの延長として実施できたので、気軽に取り組めた。

８．中間層の子どもたちの力がぐんぐん伸びていく実感が得られた。

９．参加が難しい子どもへの対応が分からなかった（少人数指導の必要性）。



漢字学習への移行が促される

記憶力の向上は・・・

• 新しい情報の取得を
促す

• 思考力を高める
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■統制群

■ spring 活動群

Springの活動は・・・
 中間層の子ども達の成績が
明らかに向上

 「数唱」得点のピークが５点
から７点に移行

子ども達の基礎力
向上に効果あり



■ひらがな読み（20文字）に
移行していない子どもの割合

■春データ（活動前）
■夏データ（統制群）
■夏データ（活動群）

■数唱５桁に移行していない
子どもの割合
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 次のステップ（課題）への移行が促進
 課題間の難易度が軽減した可能性



1. 通常の遊びの中で子どもをアセスメントできる。

2. 子どもの実態把握が進み、働きかけや参加方法を子ども
に応じて即座に調整できる（個別最適な学び）。

3. 同じ遊びの中で子ども達の変化を追える（スモールステップの
最適化）。

4. 従来の「すきま遊び（手遊び等）」の教育的価値を再認識で
きる。



springプログラムは・・・

幼小の異なる教育方法の中で「ひらがな習得に向かう力」の
系統的な育成に貢献。

「ひらがな習得に向かう力」は単なる文字学習ではなく、
幼児期に育てたい姿による総合的学習として説明可能。

子どもと共に、保育者にも育ちの機会をもたらす。

 活動への期待価値が高まる
 友だちとの協同への価値づけ

 話し言葉も文字もコミュニケーション手段
であることへの気づき

 文字－音の規則への気づき
 音韻操作に関する技能

 目標に向かって、取り組み方を工夫できる
 同じ活動の中で自分なりに目標設定できる

カリキュラムマネジメントへの貢献


